
 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

６月１６日（金）に、第一回中高合同進路講演会が行われました。

この講演会は毎年只見中学校と合同で行われるものです。  

 講演していただいたのは、現在、福島県南相馬市在住で、芥川

賞を受賞された小説家の柳美里先生です。講演は事前に本校生徒

が柳先生に送った質問に答える形で行われました。  

先生自身の人生を振り返りつつ、小説を書く上で大切にしてい

ることや創作のアイディアを出すためにしていること、芥川賞の

受賞時のエピソードなどをお話しいただきました。生徒は小説家と

いう未知の職業に関するエピソードに興味津々の様子でした。  

最後は、今現在住んでいる南相馬市における柳先生の活動とそこに込め

た思いを伺いました。柳先生は小高区に引っ越し、そこで高校生のための本屋を開くという夢

をお持ちだそうです。進路を選ぶ上では、お金を稼ぐということももちろん大切だが、「人の役

に立つ」というお金で買えない報酬も考えた方がよいというメッセージをいただきました。多

くの質問が生徒から出され、進路選択の刺激をいただいた

時間となりました。以下は生徒からの感想です。  

○今日の講演を聞いて、「今逃げたら、これからも逃げ続け  

る」という言葉が印象に残りました。今私は勉強から逃 

げたいと思うときもあるけど、逃げずに頑張りたいと思 

いました。 

○自分の人生の変化するきっかけはどこにあるかわからな 

いし、自分がどうしたいかをハッキリとすることにより、 

どうにでもなるんだな、と思いました。 

 

 

 

 

 

 

 ７月５日（水）、全校生を対象に福島県教育庁の「ＩＣＴツール適正使用事業」の一環として、

株式会社ＮＳＣの諏江正義先生による「ケータイ・スマホ安全教室」が開かれました。  

 携帯電話やスマートフォンはいまや必需品となりつつあります。しかし、一

日中スマートフォンなどが気になって勉強ができない状態になっている人もい

るようです。さらに、全国的に、悪気なく他人の写真をＳＮＳにアップして騒

ぎになるなど、情報モラルに関する問題も多く起こっています。使い方を間違

うと、どんなに便利な機器でも危険な存在となる可能性があります。 

 ご家庭でも是非、携帯電話・スマートフォンの使い方やルールについて、話

し合ってみて下さい。  
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大会への意気込み 陸上部 中山楓 

７月１３日から１６日まで、「とうほう・みんなのスタジアム」で行われる県総体に出場し
てきます。地区大会とは違った雰囲気の中、緊張もするとは思いますが、一人ひとり自分の投
擲・飛躍ができるよう競技を楽しんできます。只見高校陸上部の特徴でもある「元気」を大切
にして、「記録ではなく記憶に残る大会」になるよう頑張ります。 

          大会への意気込み 卓球部 五十嵐貴哉 

総体は、三年生では参加しないので、私にとって今回の大会が最後になります。自分は、県
大会では一勝以上を目標として、今までずっと練習をしてきました。そして、今回の大会では、
今まで以上に声を出し、自分の試合だけでなく、他の選手に対しても応援などをし、自分の力
を十二分に出せるように頑張りたいと思います。そして、今回の結果を新人戦までの課題にし

たいと思います。 
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大会を終えて 野球部 鈴木遥大 

私たち三年生にとって最後の大会となった夏の県大会。初戦で郡山東高校と対戦し、惜しく
も敗れてしまいましたが、とてもいい試合だったと思います。夏一勝することがどれだけ大変
か、改めて感じました。  

 最後に、最高の仲間と出会い、一緒に野球ができたことは、かけがえのない宝物です。今ま

で本当にありがとう。  

 

 

 

 

陸上競技部 

福島県総合体育大会陸上競技 

日時 平成２９年７月１４日（金）～１６日（日） 

会場 とうほう・みんなのスタジアム（県営あづま陸上競技場） 

＜出場選手及び結果＞  

中山 楓 （ 女子 円盤投 ３０.２１ｍ   ４位 ）   

堀越 創 （ 男子 砲丸投 ８.４７ｍ  １５位 ）  

角田真央 （ 女子 走幅跳 ３.６１ｍ  １８位 ） 

  

 

 

 

 

卓球部 

福島県総合体育大会卓球競技 

日時 平成２９年７月１４日（金）～１６日（日） 

会場 猪苗代町総合体育館「カメリーナ」 

＜大会結果＞  

男子シングルス 五十嵐貴哉 （ 1 回戦敗退 ） 

        目代虎太朗 （ 1 回戦敗退 ） 

女子シングルス 菊地 優香 （ 1 回戦敗退 ） 

 

 

      

 

 

 

 

 

７月７日から７月１１日まで、試合が行われましたので、結果をお知らせします。  

本校野球部は、１回戦で郡山東高校に惜敗しました。しかし、チームが一丸となって、励ま

し合いながら、「只見高校野球部」として、最後まで諦めずに頑張っていました。  

３年生はこの大会で引退となります。次は、進路実現に向けて力を最大限に発揮してくれる  

ことを期待しています。  

＜大会結果＞ 

1 回戦 只見 １－３  郡山東 

   

 

 

 



「本当の気持ちを、大切に。」 

 

只見町教育委員会 奥会津学習センターハウスマスター 

心志塾講師      松本 貴芳 

 

私の高校時代は、良いことも悪いことも数多くあ

りましたが、結果的には、充実した高校時代だった

と思います。なぜならば、私の高校時代には、いろ

いろな【本気】があったからです。 

あのライバルには、本気で勝ちたいと思っていた

し、試合で負けた時には、本気で悔しがっていた。

あの先輩には、本気で文句を言っていたし、あの友

達のギャグには、本気で笑い転げていた。初めてあ

の娘と電話で話した時は、本気で緊張していたし、

一緒に帰り道を歩いたあの娘とは、本気でずっと一緒にいたいと思っていた。 

今思えば、そんな【本気】は大したことなかったかもしれないですが、でもそ

の本気は、どれもが【そのときの本当の気持ち】でした。高校時代というものは、

そんな気持ちがたくさん生まれる時期だと思います。そして、必ずしも【本気】

＝【ぶれない気持ち】である必要もないと思っています。本気が変わってもいい

し、本気は消えてもいい。【本気であり続ける】ことよりも【本気を経験する】こ

との方が大切だと思っています。 

只見高校生のみなさんには、是非たくさんの【本気】を経験してもらい、充実

した高校生活を送ってほしいと思います。 

 

 

 

 

  

 

 

各学年で実施している「総合的な学習の時間」の中で、今年度の１学年では只見町教育委員

会と連携した取り組みを行っています。株式会社 Prima Pinguino の末崎貴士先生、及び只見町

公営塾「心志塾」のスタッフの指導の下、生徒それぞれが互いの学び合いを通して「自分」に

ついて考えを深める体験的な授業を行っています。  

 授業では、ペアワークやグループワークをとお

して自分の考えをまとめる活動、それを一緒に学

んでいる他の生徒に伝える活動の二つが多く取り

入れられています。  

１学年の生徒たちは、「自分」というあまり考え

慣れしていないものについて、ワークシートの質

問を通して一生懸命考え、また、それぞれが自分

の意見を互いに伝え合うことで、思考する力・表

現する力・相手の話をよく聴く力を鍛えています。 

「うなずく」・「拍手する」・「笑う」―  第１回目

の授業で１年生が学んだ「話の聴き方のルール」

です。対話的な学びを行い、互いの意見を尊重し

て聴くことで、それぞれが自分の将来の方向性を

見定めて、高校生活を充実させるきっかけとなる

ことが期待されます。 



 

 

 

８/２３（水） 始業式 頭髪服装指導 

課題テスト 

８/２６（土） 学校開放 

９/４ （月） 教育相談週間（～8） 

９/７ （木） 体育祭 

９/１６（土） 就職試験開始・体験入学 

９/１９（火） 体験入学振替休日 

９/２７（水） 生徒会役員選挙立会演説会・投票 

９/２９（金） 遠足 

９/３０（土） 第二回進路講演会 

・振興対策懇談会 

 

 

 ７月７日（金）、「総合的な学習の時間」で学習成果発表

会が行われました。スピーチ・プレゼンテーションをとお

して表現力の向上をアップさせることを目指して、今年度

は２・３年生の代表者計８名が発表を行いました。  

 代表生徒たちは、教育・看護医療・人文科学・社会科学・

自然科学のそれぞれの系統のテーマに沿って、教員からの

指導を得て入念な準備を行ってきました。発表後は教頭先

生からの講評をいただき、発表者・聞き手それぞれが発表

について考える絶好の機会となりました。  

 

 

（生徒感想より）  

○発表しているたちはメモや原稿だけを見るのではなく、  

聞いている方を見て話をしていたのが印象に残った。  

○言葉だけではなく、表を使ってメリットやデメリット  

について説明があり、分かりやすいと思った。  

○自分の考えをまとめて、相手に分かりやすく伝えると  

いうのがどんなに難しいか気づいた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ７月１３日（木）に只見中学校の３

年生が本校に見学にやってきました。  

 中学生のみなさんは、授業見学を行

った後、本校教員から講話を受けまし

た。中学校の授業とは少し異なる授業

風景を、興味深そうに見ていたのが印

象的でした。 

 講話の後は、本校の生徒会執行部メ

ンバーや三年生との質疑応答の時間で

す。中学生のみなさんから事前に出さ

れた質問に本校生徒が答えることがメ

インでした。しかし、中学生のみなさ

んは、見学を通して次々と質問事項が

出てきたようで、活発に質問がなされ

ていました。最初はお互いに緊張気味

でしたが、段々と緊張もほぐれ、和気

あいあいとした時間を過ごしたようで

した。 


